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1　 は じめ に

　わ が国の 障害者問題 に関 し，古代か ら近世に 視点を当て た研究報告に は ，河 野勝行 （1974）

r日本 の 障害者過去 ・ 現在お よ び未来』（ミネ ル ヴ ァ 書 房）， 同 じ く河野勝行 （1987）「障 害者 の

中世』 （文理 閣）及び加藤康昭 （1974）『日本盲人社会史研究』（未来社）等 の 著書，永島利明

（1972） r障害者 と見世物芸人
一
障害者の 処遇史 に関す る

一
考察

一
』 （特殊教育学研究 ，

10（2），

27− 35）及 び好見真理子 （1975）「仙台藩 の 赤子教育仕方 一そ の 制度 と実態 に つ い て 」 （精神薄

弱問題史研究紀要，（18），2− 34）等 の 論文，あ る い は平沢
一

（1974）「加賀 藩村方文書 に お け

る心身障害者」 （日本特殊教育学会第12回大会発表論文集 ，414− 415），北 野与一 （1987） 「小

野慈善院 に 関す る史的研究 （第 2報）
一
加賀藩に お け る非人小屋 と小野収容所と の 関連性に っ

い て
一

」 （日本特殊教育学会第 25回大会発表論文集 ，
674− 675）及 び北野与一 （1988） 「小野 慈

善院 に関す る史的研究 （第 3報）
一
加賀藩 に お ける非人小屋 に お ける肢体不 自由者 の 入所 に つ

い て
一」 （日本特殊教育学会第 26回大会発表論文集 ，

320 − 321） 等 の 学会発表 が 挙 げ られ る 。

こ れ ら の 多 くは障害者に係わ る処遇史的研究で あ り，今後，こ う した研究が
一

層促進 さ れ ，障

害者教育前史が よ り明 らか に な っ て い くよ う期待 され る 。

fi　研究 目的

　加賀藩非人小屋 にお け る障害者の 処遇問題 と，そ の 非人小屋 （撫育所）と小野収容所 （慈善

院） と の 関連性 に っ い て 検討 する 。

＊ 教　養　部

Faculty 　 Qf 　General　Education

287

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

2 北　野　与　一

皿　研究方法

　田中喜 男編 （1986）「加賀藩非差別部落史研究」 （明石書店）所収す る古文書を 中心 に ， 加賀

藩非人小屋等に関す る諸報告及 び和 田文次郎 （1890）『小野君慈善録』 （共潤会） を初 め とす る

小野慈善院関係 の諸書類 を史 ・資料 と して 検討する 。

IV　結果 と考察

　 1．幕藩体制 F の産育 と障害者処遇 の 概観

　西欧に おける身体障害者 の社会的処遇 に つ い て の 発展 は
， 「（

一
）， 無 用な もの と して 絶滅 し

た時代 ，（二 ），見世物 な い しはな ぶ り者 と して 嘲奔 に供 した時代，（三 ），慈 善事業ま た は 医療

の立場か ら身体 的に保護を 加え た 時代 ， （四）， 今 日 の い わゆる教育の 時代」 と い う段 階 ， ある

い は 「障害者が虐待された 時代」，「障害者に 対す る慈善的態度が生 じた時代」 及 び 「障害者に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

対する 保護対策 と教育措置 とが実現 され た時代」 と い う過程 を経 た と報告 され て い る 。

　わ が 国の場合 も西欧 と類似 した発展過 程を 歩む が
， 戦国時代は言 うま で もな く，近世に 入 っ

て も堕胎 や間引き は もとよ り棄児 や子殺 しも行なわれ
， 障害者の 見世物興行 も盛行 した 。 『徳

川時代児童保護i資料」
2）

所収 の 「子孫繁 昌手引草」や 「捨子教誡 の 謠」 は，江戸末 期 や 明治 初

期にお け る育児 教誡 ・教諭書で あ っ た 。 それ らは また，反面封建領主 の 苛酷な年貢収奪 に よ る

生活 の 困窮 に伴 っ て 生起 した堕胎，間 引き及 び子殺 しの 盛行を物 語 る もの で もあ っ た 。 事実 ，

江戸後期 に は，堕胎医で あ る中条流が 横行 し，江戸 で は，武家と言わ ず 町人 と言 わ ず ，こ れ を

用い る もの が多 く， 農村 で は ， 間引 きと称 さ れた嬰児殺 しが盛ん に行な わ れ た
3）‘）5）

。 以 下 に 示

した 「間引 の 禁」
6 〕

も，こ う した風習を法に よ っ て 禁止 した も の で あ る 。

明和四 亥年十月十五 日

　 　出生之取扱之儀御触書

　若年寄水野忠見

　水野壱岐守殿御渡

百姓共大勢子供有之候ハ 出生之子 を産所に而直二 殺候国柄も有 ． 之段相聞不仁之至 二 候，以来右射之儀

無 。 之様村役人 ハ 勿論百姓共 も相互 二 心を附可 。 申候 ， （中略）

　十月

右之 通 可 ．被 二 相触＿候

また
， 「盲児殺 し」 に っ い て ，次 の よ うな事例

7）
が見 られた 。

　寛文 卜三 年 （
一

六七 三 ）六月十六 日松平但馬守足軽松 田 三 左衛門 は七歳 に な る 盲 の 継娘 しちを小塚原 で

切 り殺 し
，

三 左 衛門 は死罪 。

　元禄 r一年 （
一

六八九） 四 月二 十八 日元赤坂 町 清九郎店五 兵衛婿吉兵衛 は六歳 の 娘 と くが 三 年前 に 目を煩

い
，
養生 の 効 な く左 の 目が つ ぶ れ

，
ま た 四

，
五 日前 よ り右 の 目 もつ ぶ れ （中略 ） 寝 て い る 娘 の の ど ぶ え を

剃刀で 掻 き 殺 し，吉兵衛 は 死罪 の うえ （後略）。

　元禄九年 （
一

六九六）十
一

月十 三 日 四 谷伊賀町九兵衛店勘八 は 九歳 に な る盲 目の 娘 さ よ を本所 の 割下 水

に棄て ，自分 も川 へ 身 を投げ よ うと して 果 た さず ，
さ よ は救わ れ た が勘八 は未決中に 病死 。
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　 こ れ らの 事例 は，継子殺 しと して子 ど もの 将来を案 じて の 殺児で，い ずれ も成児 の 殺害 で あ

り，幕藩体制下に お ける下層社会の 生活苦か ら生起 した扶養義務放棄の 事例で もあ っ た 。 なお，

加藤 は ，
こ う した 「女児殺 しの 多 い こ と は近世 に お け る盲 女子 の 酷 薄な運 命 を暗 示 して い

る」
S＞ と指摘 して い る 。

　 「見世物が成立 した の は戦国時代 も末期に な っ て か ら」
9）

で あ り，
「不具者 を見世物 と した の

は，寛永年代 画 く所 の 「洛陽小芝居屏 風』 （中略）恐 らく最古 の もの で あろ う」
1°） と言 われて い

る 。 また ，障害者を見世物に した記 録の
一

つ に 『賤者考』 が あ る 。 そ こ に は，次の よ う に 記

録
1）
され て い る 。

　観物師 ・舌耕 の 類種々 あ り，前に い ふ 願人僧，軽業，籠抜，手妻，品玉や うの 事をす る者を使役 して ，諸

方へ 遣 り， 所 々 に 場 を開きて
， 見 せ て 料 を 得 る 者 に て

，
や が て お の れ も， 其中 の 伎芸 を な す者 もあ り ， お

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ら く b 　 かた は も の

の れ が な さ S
“
る もあ り （中略）盲相撲，異鳥，異獣 異魚，異器，異物，機関，畸症者，侏儒 （中略） 日夜

に 新趣 を な し
， 百 出変現 して か ぞ へ つ く しが た し

　 江戸時代 に お い て 実際 「見世物 に された不具者 は
， 身体 の 形状畸形五 十七項二 十三 目 ， 皮 膚

畸形十項八 目，毛髪畸形二 項六 目，珍腫畸腫五 項，計七十四項と い うお び た だ し い 種 目に の ぼ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ　び と　　 ろ　 く　 ろ

る 。 た とえ ば ，形状畸形で は人首獣体，侏儒，轆轤首，無臍人 な ど （後略）」
ID

で あ っ た 。 な お ，

上記 『賤者考』 は，乞食 の 中に多 くの 障害者が い た こ と に つ い て も触れ て い る 。 す な わ ち ，
め く ら っん ぼ う　 お ふ し　 て ん ぼ う　 　あ し 「s 　 　 　 　 　 　 　

−Tjぼ うし

「盲 ・聾 ・咽唖 ・無手 ・指蹙 ゐ ざ り ・侏 儒」
13〕
等 が多数 い た と い う。

　 こ れ ま で に 述 べ た若干 の 事例 で 長い 幕藩体制社会全般の 実情を推断 す る こ と は で き な い が ，

藩主 に よ っ て 保護 され て い た座頭は例外と して
，
生産手段 の 薄 い

，
しか も血縁や地 縁 に よ る扶

助 の な い障害者は
， 見世物か乞食か を選ば な けれ ば

， 自力 で 生活 して い くこ とが で きな か っ た

もの と考え て よ い だ ろ う 。

　 2 ．加賀藩 に お け る非人小屋 と障害者処遇

　　（1＞ 非人小屋 の 創設 とそ の 性格

　 r賤者考』 に 「乞食の 者の 制度名 目国々 に て 異 ある べ し， 本国若山府下 に は新堀 とい ふ に あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （va）

り （中略）名古屋辺 に て は東の 町は つ れ て ，玄界村と い ふ あ りて ，そ こ に は官よ り憐 ひ て 仮屋

をた S 給ふ
， 故 に そ を御小屋乞食 と い ふ 」

10
と記 されて い る よ うに

， 乞食 に つ い て の 対応 は ， 各

藩候 の 考え方や各藩 の 事情に よ っ て 異 な り，時代に よ っ て 変遷 した 。

　加賀藩に お ける乞食の 史料上 の初見 は
，

「寛永二 十 （
一

六四三 ）年正 月 ， 小松城 下 町で 実施

された乞食の 書上 げ」
15）

で ある と言わ れて い る。 加賀藩で は，寛文三 （一六六三 ）年か ら既 に

「こ っ じき」 の 十村に よ る詮議が始め られ て お り
’6〕
，寛文七 （1667）年に は浅野川 口

， 犀川野 町

口，同寺町 口，同田井口 ，小立野口，宮越 口，松任，小松上 口，同下 口 の 9箇所 に番所を置 き乞

食改め を行な っ だ
了）

。 こ の 場合 ，
「か た わ者 は其者在所 に

一
門共有之候間為引込其身に 応 じた る

仕事 も為致候可申渡」 と報告 され て お り，「か た わ者」 で あ っ て も身内や 親類が あ れ ば ， 在所

に帰 され た の で あ る 。

　寛文 9 （1669）年気候不 順に よ る災害が起 こ り，乞食 と な る者が 多 く ， 寛文 10 （1670）年 6

月22日 五 代藩主 前田綱紀 （1643〜1724） は
， 石川郡笠舞村に 数棟 の 厰舎 （非人小屋） を造 り，

貧民 を収容 した の で ある
1e）

。 そ の 数，7 月16日現在 で 1753名 に達 した と い う
！9）

。 貧民 とは ，他藩
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で い う 「乞食 ・物乞」
m ）

で あ り，「疾病弧獨憑 るな き もの 」
21）

で ，そ こ に は障害者 が多 く混在 し て

い た もの と推論で きる 。

　 こ の 非人小屋制の 設立事情や実態，あ る い は史的意義に 関して 多 くの 報告が あ る 。 近 藤
22〕

や

日置
23）

ら は
，

こ の 非人小屋制を仁恵 政策 と して の救貧制度 で あ る と高 く評価 して い る 。

一方 ，

田 中は，そ うし た近藤 ぢの 評価 は軽率で あ り，「改作法の 展開過 程 に お け る新田開発，城
一
ド町 の

育成政策 と相俟ち，改作農民 と選別 ・ プ
ー

ル し
， 必要 に 応 じて 再生産手段 と して 使用せ ん と し

た もの 」
241

と
， 視点 の 異な っ た新 しい 評価を行 な っ て い る。さ らに 彼 は，「非人小屋 の 性格 は 元

禄期を過 ぎる と次第に 傾斜し，天明〜天保期の
一

大飢 饉を経て 幕末 に 至 る と撫育所 と改称 さ れ

（中略）社会政策の 一環 と して の 救貧機関 と して 完全 に そ の 性格 をか え」
25）

た と，そ の 性格 の 変

容 に つ い て も指摘 して い る 。

　　   　農業政策 と障害者

　 周知 の よ う に ，近世社会は封建領主 と農民 の 関係を機軸 に展開され
，

い ずれ の 領 主 も 「石高

制 に基づ く農民か らの 年貢収取関係を確立 し
， 農民支配体制を維持す る た め に集権的な 幕藩体

制」
za）を堅持 し続 けた もの で あ る 。

　 本百姓 ，あ る い は高持百姓 と呼 ばれ た農民 に 課せ られ た貢租に は年貢や夫役 が あり， 「農民

が高持 の 本百姓で あ るか ぎり彼が視力 ある い はそ の 他の 身体障害を もつ と い う理由でそ の 年貢

負担 の 義務を免除され る こ とはあ りえ なか っ た」
27）

し，夫役 の免 除 もな か っ た 。 従 っ て ，そ れ

らが免除 され る場合 は，高持 の 本百姓 とい う地位 を失 っ た場合で あ り，そ う した社会 で の 農業

経営者ま た は耕作者 と して 貢租負担能力 に欠ける障害者 は，
一

家
一

門 の 相続か ら排 除 さ れ ，脱

落 して 行 か ざ る を得 なか っ た の で ある 。 例え ば ， 加賀藩で は ， 次の よ うな事例が見 られ た 。 万

治 2 （1659）年以来 の 治民 に 関す る令文を列記 した 「公整 旧格録」 の 中に
， 百姓 が病死 ，溺死

した場合 に お け る相続 に 関す る条文が 見 られ る 。 そ の 条文 に は
，

「男子有 ．之候 て も病身 片輪

に て 耕作不 。得 。仕者 に 候得 は，後家 に 為 ． 致 二 入聟＿耕作御収納為 二 相勤一 （後 略）」
za）

と述 べ

られ て い る 。 また，寛政 10 （1798）年 の 「百姓跡式古格」 に は
， 「高主 が 老衰 ま た は病気 な ど

に よ り改作能力 （耕作能力） をい ち じる しく損失 した場合 には，た とえ本人 が納得 しな くと も

一
家

一
門納得 の うえ肝煎 ・組合頭 が詮議 し，願 い 出て 改作能力ある総領 ・ 次三 男 あ る い は弟 へ

譲 り高す べ きこ と」
m ）が規定 され て い た 。 さ らに安政 4 （1857）年の 「百姓 頭振を始 藤内等人

別縮方に 付御尋之趣書上申帳」に も，「座頭瞽女縮方之事　百姓頭 振家内に 御座候 主 之分 ，盲

目に 相成 開作 出来不 申候へ は
， 子弟之 中へ 醸高願候 へ は

， 廃疾之者 に 付御 聞届御座 候」
en） の 一

文 ， あ る い は 「頭振 并 百姓二 三男之内篤疾之者 ，農業稼 出来不 申，無拠 剃髪相願 ，何 寺弟子 に

相成度旨願候へ は，組栽許に 而 得 与詮議仕，相違無之分は御願申上 ，御聞届有之候 （中略）廃疾

之者 は
， 御改作方 に 而 譲高御聞届之上 者 ， 格別 に 被仰不可被下候　諸郡」

31）
が 見 られ る 。

　疾病や 障害を もつ 者，あ る い は老齢者の 生活困窮者は，家族 ・親族 の 扶養や族縁的 ・地縁的

共同体の 扶助の 下で 生活が保証 され た 。 しか し
， 同族組織 で あれ

， 村落共同体 で あ れ
， 苛 酷 な

年貢 と零 細経営 に 枠づ け られ て い た た め
， 耕作能力 の 低劣な疾病 ・障害 ・鰥寡孤独によ る生 活

困窮者 は不安定 で ，族縁的 。地 縁的共同体 の 扶助 か ら も離脱 ・脱落 して い く者 が多か っ た 。 加

賀藩で は
， 先 に も述 べ た よ う に

，
こ の 離脱 ・ 脱落 し た 者を非人小屋 に収容 し

， 共 同体 の 生産 と

社会秩序 の 維持 を図ろ うと した の で あ る。

　　（3） 障害者 の 非人小屋収容 と処遇
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　田 中は
， 「非人小屋収容者人数の 移動」

鋤
に 関 して 以下 の 表 の よ う に まと め て い る 。 そ の 人 数

は定 か で な い が，こ う した収容者 の 中に 身体障害者が 混在 して い た 。 以 下 ， 身体障害者 の 収 容

問題 に絞 っ て 検 討を加え て い く。

　元禄 9 （1696）年 8月に お ける十村連名の 「袖乞人村々 引取方 ・乞食札発給」 に 関す る伺 書

の
一

項 目に ，次 の よ うな伺文
99）

が 見 られ る 。

　暁天，犀川新竪町 ヨ リ竪町河原町焼失，同 日朝，長町末堀宗叔 ヨ リ 出火，大火 二 及 ヒ ，惣家数六于六百

四 十戸許類焼
，
此時紛失物多 キ ニ ヨ リ，乞食共 へ 札 ヲ 渡 シ

，
非人頭共取調方致 ス 事 二 成 タ リ ト云

，
元 禄 九

年三 州飢饉 二 付，十村共伺書 二 ，御郡方非人袖乞人方罷出居申者共，其村 々 申付為 引取 申候 ，若 行衛難知

者之義 ハ ，重 々 為相尋可申候

　
一
　袖乞人村々、

へ 引取申内，慥成親類有之分者 以 来介抱仕置，袖乞 二 出シ 間敷候

　
一

　引取申内，病者 か たわ者，慥成親類 も無之 もの ，非人御小屋展望申候者，御入可被

　下候

　 （巾略）

　右之通御窺申上候，以 上

　 　 　 元禄九年 八 月十六 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十村連名

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 長瀬端兵 衛殿

　　　　　　　　　　　 永原権丞 殿

　 こ の 事例 は
，
三 州飢饉 に 際 して

， 袖乞人の 村引取 申す者の うち 「病者か た わ者」 で 「親 類 も

無之 も の 」 を非人小屋 に 収容 して ほ しい 旨， 十村が 当局に伺 っ た も の で あ る 。 な お ，こ の 事例

は，病者 と と もに 「か た わ者」 も収容 の 対象者 に な っ て い く事例で あり ， 非人小屋 制 の 性格 が

救貧機関的性格に 変容 し始め た 頃の 事例 で もあ っ た
。

　寛政 7年 （1795）年 9 月，非人小屋入 所規則が強化され る 。 そ の 通達に 「笠 舞非人 小 屋 先年

初 面 被仰付候砌以後 ， 右小屋入人方之儀等奉伺 ， 被仰出之趣等有之，親類在之者 并 高持百姓等 ハ

入不申格二 候処 是 廸右小屋 江 罷越候者之 口上造 を以 承候由候事故，出生 ノ 所等相違之儀 も在

之 ，或親類在之候者 も， 悉皆預介抱 二 候 を厭 無 断其所 を去 ， 小屋 江 罷越候者 も在之へ く， 其時々

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cマv ）

糺方行届兼致混雑，御縮方 二 差障候族 茂 在之候，且 亦，惣 而 於何方 二 も親類等無之，鰥寡孤独療

疾之者 た り共 ， 於所方成 限致介抱 ， 其上 二
茂 不及力 もの 者 ， 詮議之上右小屋 江 指遣可 申所 ， 不致

介抱 も相勧指遣候族 も在之躰 （後略）」
M ）

とあ る 。 す なわ ち，こ の 頃ま で は，口上 に よ っ て も容

易 に入所で きた もの と思わ れ る 。 従 っ て
， 外見上で 明か な身体 障害者 は

， 容易に 入 所 で きた で

あ ろ う。
こ の 改正 で 「一　高持百姓 并町在共 ， 親類在之者 ハ 小屋 江 入 不 申候　

一
　町 在共，肢

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ）

躰無障健者身
一
分過 兼可 申筈無之 儀二 候 ， 親類無之 鰥寡孤独療疾之 者 も

， 於手前成 限致 介抱 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 （tt）

其上 二
茂 不及力，或到 im 小所小村等 二

雨 介抱難相成候 者 ，其所之役人承糺，村方 者 組 合頭肝煎紙

面裁許之十村奥書，町方 t 組合頭紙面 ，肝煎 并横 目肝煎連名之奥書之送 り紙面 を以 ， 小屋 江 送 り

可遣候」
SS）

とな る 。 こ の よ うに ，改正後 は そ の 詮議や手続 きが厳 し くな り，「送 り紙面不持参者」

は入所が で きな くな っ た
SU）

。

　天保期 に は い る と
， 厳 しくな っ たはずの 入所 に係 る詮議 や手 続 きが改正時 前の 状態 に戻 り，

「御救小屋」，あ る い は 「御助小屋」と も呼称 され る こ とが多 くな る
3？）

。 また
， 「鰥寡孤独 廃疾 之
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一

者」 に老幼 が加 わり 「老幼廃疾者」，ある い は 厂鰥寡孤独老幼廃疾之者」 の 総称 が 使用 さ れ る

こ と も多 くな る。 以 下に，身体障害者 の 入所関係事例 の 若干を挙げ て み よ う。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　 「河北郡清水村頭振

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 勘左 工 門 娘

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　 さ　 き

　右之者 ，当二 月 頃 ヨ リ袖乞 二 罷出居 ヨ シ ニ 候処 ，
一

昨 四 日暮頃，浅 ノ 中島町救小屋木戸 内 江 倒込候 二 付，

委曲相尋候処 ，右之趣其筋役人共 マ テ 申聞，所方 へ 罷越渡段 申聞候 へ 共，歩行不 自由之躰 二 付 ，先 ッ 小屋

内 二 御留置候間，親類頭之内早速罷越，連帰候様可申渡旨御紙面改承知候，以 上

　 （天保 九年）

　十二 月六 日　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 内藤十兵衛印

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　 広瀬順 九 郎印

　水原清五郎様」
SS）

　　　 「お小屋願人列記

持高壱升

一
　八 人家内

　　内歳四拾弐

　　 同十六

　　　但片輪者

　　 同八 っ

　　同 三 っ

　　同八 っ

　〆五 人

　外二 三 人其身等村方 ＝
而 乞喰等 二

而 稼仕度候

　持高 壱升

一
　五 人家内

　　内歳三拾八

　　同十六

　　　但薄且 具羅

　　同弐つ

　　〆三人

　　外早弐人其身等村方 二
而 乞喰等 二

而 稼仕度候

　　 （中略）

　　　　 右之通 御座候，以 上 （年号不詳） ・

　 午 正 月」
39］

」

助

の

を

姓

九

や

や

百謝

妻

娘

井

平

蔵

い

九

留

　

　

や

娚

甥

娘

百　姓

妻

娘

衛

を

つ

兵善

な

み

同　 つ 　　 ね

　前者 は
， 袖乞 の途 中で 非人小屋 に倒 れ込ん で 来た 身体障 害者 の 事 例 で あ り，ま た ，後者 は ，

身体障害者を抱え る百姓夫婦 の 入所願 い の 事例で あ る 。 零細な百姓 で 子 だ くさん ，そ の 上身体
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障害者 を抱 え て の 生活 は，災害 や不作 と関係 な く苦 し い もの で あ っ た と思 わ れ
， 「乞喰 」 さえ

ままな らぬ 人達がやむな く小屋入 りを願い 出た もの で あろ う。

　慶応 3 （1867）年 5月の 小山良左衛門及 び田 中多仲が関屋佐左 衛 門 に 送 っ た書面 に ，「三 州

御国民之内 ， 困窮に 陥候鰥寡孤独廃疾等に 而 ，実 に致方 も無御座 者 は ，非 入小屋 御救入 被仰付

候儀 は是辻 之通 に 御座候処 ， （後略）」
°P）

とあ り，鰥寡孤独老幼廃疾 の 者 は，明治 3年 2月 の 撫育

所廃止 時ま で 著 しい 変化 もな く従来通 りの 手続 き に よ り小屋入 りす る ことが で きた もの と思わ

れ る 。

　次 に ，入所者 の 処遇 問題 に つ い て 概観す る 。

　延宝 6 （1678）年に お ける非 人小屋 「飯米 の 定」
4D

に は ，次の よ うな細 か い 飯米 支給 の 規定

が あ っ た 。

　　　　　飯米之 定

一
　五 合　里 子

一
人
一

日 之 飯米

　右御普請役相勤候節 者 ，二 合五 勺昼飯為給可 申候，但三 日相煩候 は X 増飯引 ，
本服 仕候 者 以 前之 通 里 子 に

　可申付候，外廻，
一銭 ，

そ り，板番，宿見，釜 所 ，以上 六 色之役相勤候者 は 、一合充増為給可 申候 ，外才

　 領役相勤候節 者 ，増飯
一

合五勺充為給可申候

一　三 合　小遣十三 歳よ り十五歳造 同断

　右之外，使等多節 は
一

合宛昼飯為給可申候，永 々 相煩候 は S 増飯引，本復仕候は S 又小遣可申付 候

一　三 合五 勺　小遣十六歳よ り十八歳，同断

　右同断

一　四 合一小遣十九歳以 上

　右同断

一
　五 合

一
清光長右 衛門 并弟 八 兵衛

　常細工 仕候者二 人 に 二 合五 勺充，大細工 仕候節 は一人 二 合五 勺充 ，
昼 飯為給可申候

一
　二 合五勺　右長右衛門 并 妹

一　二 合五勺　里 子之外惣非人之男十歳以 上

　但小屋頭，捨子 井 無親子預申者 に は，五勺充増飯為給可申候

一　切支丹類族に付置候居小屋者三 人に 者 ，

一人に一日一合五勺充増飯為給可由候右之通為給可申 旨被仰

　出候条，被得其裁許者也

　　（延宝六年）

　　乙八 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津 田 宇右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1
斎 藤　 中務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡 田十右衛門

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　里見七左衛門

　　　　　　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岡 島五 兵 衛

　　　非人小屋裁許御奉行中

ま た
， 非人小屋裁許与力横山兵庫 ら 5 名が そ の 職務内容を記載し た 厂非人小屋前よ り格 二 相
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一

立候品 々 帳」
4D

（享保 17 〈1732＞年） に も，処遇 問題 に係 る規定が以下 の よ うに 記 されて い た 。

一
　御小屋願罷越候者，病人極老之者幼少者等者 ， 様子見分仕早速 入 申候，左様 二

茂 無之 ，年若成者達者相

見候 へ t 四五 日見合，御小屋入人申付候事

　　（中略）

一
　非人小屋数 ， 最前 者 四拾五筋御座候，只今 者弐拾七筋御座候 ， 小屋 井 詰所足軽番所等 ，都 而 御修覆之義，

　 御作事所 E 申遣被修理候事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （帷 ）
一

　古着物毎年十
一

月 ， 太布惟子毎年 五 月，御算用場 よ り請取相渡 申候，近年 は 太布惟子 者，役義為相勤候

　 者造 江 被下候事

一
　非人小屋 二 罷在候 も の 共飯米，男 者

一
日弐合半 ， 女 x 壱合八 夕宛稼下候，幼少之 者年来 二 応高下御座候，

　 且又，於非人小屋役掛 り者共之儀 者，飯米段々 高下御座候，普請頭 二 召仕候節 は 昼飯 た へ さ セ 候事

一
　他国者病人等入置候節 ハ ，男一

日五合，女
一

日弐合五夕被下候事 （中略）

一
　塩，宮腰御蔵 よ り請取 ，壱人 ニ

ー
日，壱夕五才宛相渡 申候事

一
　五 斗味噌 ，

壱人 ニ ー日弐夕五 才宛相渡申候 ， 右味噌町人請負売上 申候 ， 産婦或は大病人有之刻 者 ， 本味

　 噌少 々 宛被下候事

一
　薪，町 人 之内請負売上 申候 ，

壱 人 ニ ー
日 柴弐百 目宛

， 十
一

月 よ り二 日 沾 者弐百五 拾目宛 相渡申候事

一
　私共相詰候処，焼炭炉壱 つ 分，油行燈壱 っ 分，如御定御薪所 よ り請取申候事

　　（中略）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈マ？）

一
　小屋 二

而 乱気 二 罷成候非人 者 ，小屋屋 二 板棚仕置入置申候 ，御郡方 并 町方共 二 ，乱心之 ゆ か り無之者 m

　各御指 図を以，右棚入置申候事

一
　非人 之 内，小屋 よ り昼 罷出，及暮中 造 下罷帰者者，欠落帳面 二 記置申候 ，

一
両 日過 候 而 罷帰候者有之

　節 者 ，様子見届入人申付候儀 ． 御座候 ，出人欠落人共 二 病気 二 罷成 ，先 二
面及飢行倒有之者ハ ，尤吟 味仕，

　入入 二 申付候事

一
捨子之儀 非人小屋廻，又 者 介抱可仕者無之所 江 捨置申分 者小屋 江入 置申候

一
　非人之内職人有之，外 よ り誂物等有之候得 者 為 致細 工 候，畢 竟出人 二 罷 成候様申付候事

一
　惣非人共宗門之義相改置候，去共言語不叶者，幼少之非人 者 ，宗旨相知不 申者 者 茂御座候 ，非人之内死

　去仕候 ハ S 旦那寺江 遣候様 に 仕度 旨常 々 相断候者者，死去仕節寺 よ り書付を取，死骸相渡申候事

一
　切支丹類族之者 ， 非人躰 二

而 ゆ か り無之者，
一

囲 ＝ 入置申候 ，
且 又 ， 江戸 よ り参候流者 ハ 惣非人並 二 入

　 置申候事

一
　非人共小屋 之門出入之義，先年は其品吟味仕出候得共，近年者 草履 な と売 二 罷 出候 に 付 ， 小屋 壱筋 二

　札弐拾相置 ， 門出入為仕候事

一
　非人小屋夜中火を為焼 不 申候 ，去共病 人 二

者 火 為焼申候事

一
　他国多領之非人送遣申時分，冬は着物壱つ

， 夏者 惟子壱 つ ，蓑笠相渡遣申候品 二 候 ， 路銀 并 新敷木綿着

　物帯股引脚半蓑笠相渡遣申義 茂 御座候事

一
　先年非人共縄 并す ざ，苧か せ等所作仕 二 付，為本銀御納戸銀拾貫請取，御郡打銀所御土蔵 江 預 置 ， 年 中

　少宛私共請取 ，所作為仕候，
一

年切 二 利潤之銀子指引算用相極，本銀不 銭右御土蔵 江 預 ケ 置候，

（中略）

一
　非人相煩候節 ， 町医師之内被仰渡療治申不候 ， 年数相改書上申候 ， 御 医師之内罷 出申義 茂 御座候事

294

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

小野慈善院 に 関す る 史的研究 （第 1 報） 9

　 こ の よ うに ，創設当初か ら米，塩 味噌な ど の主要 な食物が，男女別 ・年齢別 の 細 か い 規定

に則 り支給され ，しか も着物 や薪等 は季節に よ っ て異 な る支給が な され
， 病気 に な れ ば ，町医

師 の 治療 も受 けられれた 。 また ， 勤労意欲の 高揚と 自立心の 涵養な どの 配慮か ら， 小 屋 内で の

内職 や出所 し て の 小売業務 も許可 され て い た 。

　天保 4 （1833）年 は凶作 の 年で あ っ たが
，
以後毎年 の よ うに 凶作 が続 い た 。 当局 は

， 非人小

屋の 増筆
3）
，困窮人収容仮小屋 の 設置

“）
，ある い は 「貧民御救粥米割符

as）」，「飢人 食用 葉荒和布

配給 ca）
」，「乞食等御救雑炊例 の 提供な ど の 救恤政策 を施 した 。 こ の 天 保期後半に お け る　「困

窮人取扱方仕法
ng）
」 に つ い て

， 長屋七郎右衛門の 御算用場宛 の書状 は
， 次 の よ うに 述 べ て い る 。

　諸郡諸町困窮人之内，産業取失 ひ他支配 江 致離散居候者，早 々 支配 所 江 引取取扱可申旨等，且 困窮人共来

九月中造 取扱方仕方取極御達可申段 ， 先達 而 御回状之趣夫 々 承知仕候 ， 支配所之義 t ， 去冬以来仮 小屋弐 ケ

所相建，困窮人共右小屋 江 入置，日 々 粥相渡，是 沾仕来候手職糸絹手間仕業．或藁仕業竹細 工 等，人々 得手

稼 方為仕 ，
尤 藁 竹等 を 役所 よ り仕送 遣

，
出 来 之 品役所 江 引 揚売 払 ， 利得之 内 半高相 渡

， 残半分者役 所 二 預 り

置，追 而 町方 江 借家等 い た し罷出候節，利足 を 添可相渡仕法相立置候 二 付，此末致窮候 もの 有之候得 者 遂詮

義，右小屋 江 入，前条之通 取扱可申候，依而 此段御達申候 ，以 上

　　 （天保九年）

　　戌十月八 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長屋七郎右衛門

　　 御算用場

　 こ の よ うに 内職 に よ る利潤 の 半分 は
， 積み 立て られ

， 出所時 に与え られ る 仕組 み に な っ て い

た。 こ の 仕組 み は，撫育所 の 廃止時まで 続 い た。なお ，当時小屋 に お け る 「粥米渡 高」 は，16

歳以 上弐合，9歳か らユ5歳ま で 壱合五 勺，8歳以下壱合弐勺 で あ っ た
49）

。

慶応 3 （1867）年，第十四代藩主前田慶寧 （1830〜 ’74） は，非人小屋 にお ける待遇改善を行な

い ，非人 の 名称が 不適当と して 非人小屋を撫育所 と改め る
SC）

。 なお ，卯辰山 に 養成所 を 設 け ，

51〕

明治 2 （1869）年 に各郡 に も撫育所を設置す る
m ）

。 こ の 頃 の 乞 食 と撫育所 の 係 わ り に っ い て ，

小山良左衛門 と田 中多仲 （与 力）が 関屋佐左衛門に 出 した書状の 中 に
， 「三 州御 国民之 内 ， 困

窮に 陥候鰥寡孤独廃疾等 に 而 ， 実 に致方 も無御座者は ， 非人小屋御救入被仰付候儀 は是 造 之通

に 御座候処，今般肢体健壮 に 而 も難渋に 迫 り袖乞等致 し候程之者 ，并 金沢柳原 乞喰之 外 ， 人 家之

軒 に 彳 ， 道路 に臥候無宿之乞食等御引集 ， 生産を以撫育仕候様被仰渡 候に 付 ， （後略）
SS）
」 と述

べ られ て い る 。 幕末か ら明治初年に か け て 「加賀に乞食な し」 と も言わ れ た 福祉的な 社会が
，

慶寧候 の 近代的 セ ン ス と仁恵 に よ っ て実現 した の で あ る 。

　 「卯辰山開拓録』
M ）

に よれば，「撫育人 の 小屋は，今三 拾間の 建物
一

筋，二 拾間
一

筋，拾壱 間

六 筋 あ り， 撫育人入室の 別 ち は株小屋 親子等一集 な る もの を かぶ と い ふ 　男小屋　独 身の も

の他　女小屋　同上　風 呂場　元 非人小屋 の とき ハ 風呂場ハ な し，今風 呂を建 て ，小屋 筋 もね

た板 を は りな とする ハ ，撫育人乞食躰 の 心を一変 し
， 生業 に 力を い れ しめ ん た め な り と い ふ 」

で あ り ，
「撫育方役局」及 び 「所作所」が あ っ た 。 所作所は，撫育人 の 仕事場 で あ り，業種 に

よ り数棟に分か れ て い た 。

　さ て
，

そ の 撫育所 に お ける入所者 の 処遇 で あるが ，「撫育所規則」
th）に は ，次 の よ う な 処遇 に

係る規定が あ っ た 。

295

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

ユ0 北　野　与　
一

　撫育所規則

一
　撫育所入之者御宛行，拾歳以男人弐合五勺，女壱人

一
日壱合八勺宛之事

一
　男女共当歳よ り三 歳準壱合五勺，四歳よ り六歳造男壱合八勺，女壱合六 勺，七歳よ り九歳造 男弐合，

　 　女壱合七勺之 事

一　廃疾独身之老幼男女共，右宛行之外壱合宛増被下候事

一
　右之外，

．一
日 に 芝目形百七拾目，塩壱勺弐才宛御渡之事

一
　人 々 手馴候産業為致，右代之内 日 々 見計除銭為致置，追 ITI，小屋出之節，利足付を以御渡 に 相成候事

右当町撫育所之規則承合候処 ， 大凡前段 之 通 に 候事

　上記規則 に 「人々 手馴 候産業為致」 とある よ うに，年 齢 や性別 ， 病気や 障害等が 考慮 さ れ ，

そ の 人 に応 じた作業が課 せ られた も の と思 われ る 。 そ の 作業を もう少 し具体的に 言え ば，「苧

粕 ， かな 引 ， 草履 ， 草鞋 ， 足袋 ， 笠縫」， ある い は開拓方の 「茶 つ み ， 桑取 ， 薬草 ほ り ， 養蚕」 な

ど で あ っ た 獅 D
。 そ の 製品 は役局 に 買 い 上 げ られ ，労賃が支給 され た の で あ る 。 労賃は除銭 さ

れ
， 退所時に 利息付 けで 返金 され

， 厚生資金の 助け とな る よ う配 慮 さ れ た肱 な お
，

「米塩 薪」

は 「大綱五 日目毎に」役局に て 小屋頭に渡 され，「御仕着は毎年十月綿衣一
枚宛」 が 支給 され

た
S°）

。 こ う した風 呂場 の設置や所作 （労働）内容 に も見 られ るよ うに ，撫育所時代に は い る と，

非人小屋時代よ り も社会的 自立 へ の 援助，あ る い は そ の 橋渡 し的 な公的機関とい う性格が
一層

強 くな っ た よ うに 思 われ る 。

　 3，加賀 藩非人小屋 （撫育所） と小野収容所 （慈善院） と の 関連性

　明治42 （1909）年10月28日付の 「北国新聞」 に ，加 賀藩に お け る非人小屋制と小野慈善院 と

に触れ た 次 の よ うな記事 が 見 られ た 。

　明治 四年廃藩置県 と共 に 由緒あ り経歴あ る撫育所 は停廃 され松雲公 の 遺業 も跡を絶 つ に 至 っ た ，現今存

在 せ る小野慈善院 は 組織設備 に 多少の 相違 は あ れ 第 二 の 撫育所 と して 松雲公 の 遺志が継承 さ れ て あ る の で

あ る，小野翁 の 心霊 に 脈 々 た る名君 の 血 が 通 ひ て 今 日 の 美果を奏 した の で あ る 。

　 こ の 記事 は，『加賀松雲公』中巻所収の 厂非人小屋 の 創設」
°°｝

に内容が類似 して お り ， 近 藤磐

雄の 寄稿文 と推論 されて い る
61）

。 しか し，
そ れが誰の 寄稿文で あろ うと も ，

こ の 記事 に 指摘 さ

れ て い る よ う な 継承 問題が果た して 存在 した の か ど うか，あ る い は存在 し た と した ら ，
そ れ は

ど の よ うな 内容 の もの で あ っ たか な ど検討す る必要が あ る だ ろ う 。
っ ま り ，

こ う した検討は ，

本県 に お ける社会福祉史，ある い は障害者処遇史 をよ り明 らか にす る上 で も肝要 な こ とで あ り，

また，小野 太三 郎 （1840〜1912）の 遺徳を偲ぶ 意味か ら も重要な こ とと考え られ る。

　本稿で は
， 両者の 係わ りを幕末 か ら明治初年 に お き

， 創設の 意図 と性格 ， 収容 と出所及 び 管

理 機構 と生活管理 に絞 っ て比較検討を加え る 。

　（1） 創設 の 意 図と性格

　加賀藩 に お け る非人小屋設 置の 契機 は
， 先 に も述 べ た よ う に

， 凶作 と飢饉 に よ っ て 増加 した

困窮民 を救済収容 した こ と に あ っ たが，そ の 背景に は ， 「一に農業予備労働力か らの 転落 防止

と再生 産 へ の人的 プール ，二 に は社会的拘禁」
ce）

と い う為政者 の 意図 が あ っ た 。 こ う した意 図

も時を経 る に従 い 変容す る 。 すな わ ち，「元禄期 を過 ぎる と次 第 に 傾斜 し，天明 〜天保 期 の 一
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大飢饉を経 て 幕末 に 至 る と （中略）社会政策 の
一

環 と して の 救貧機 関 と して 完全 に そ の 性格を

か え て 」
63 ） し ま う 。

　前述 の 小山 ・田中両名 の 書状 に も記 され て い たが ，幕末の 撫育所 は，「鰥寡孤独 廃疾 等」 の

困窮者 は勿論 の こ と
，

「肢体健壮」で も難渋 し袖乞 して い る者 ，
あ る い は 「無食之 乞食 」 者 を

収容 して お り，社会政策的な貧窮人救済が主 目的と な っ て い た。小野 が垣間見た の は ， こ の 頃

の 撫育所で あ っ た と考え られ る 。

　
一方 ，小野慈善院 は，元治 元 （1864）年の 凶荒 に際 して小野 が貧窮民 を救済 した こ とを も っ

て 設立 の 起点 と して お り，当初小野収容所
fi4）

と呼称され て い た 。 維新の 際，藩主 前田 慶寧侯よ

り賜わ っ た退職金十 円全額 を 「篤疾不具の 徒」 に与 え
6D

， また
， 同 じ頃座頭座 が 廃 され るや 森

部日野
一
等二 十有余人 の 「盲人」 を木 ノ 新保 に家屋一

棟を買 い 求め て 救育す る
∈6）　

。 さ らに撫育

所が廃止さ れ る と
，
「廃疾業に 堪え ざ る もの 」 を家屋を買 い 求め て 収容 した の で あ る

6
％ 小野 の

救済活動 は，こ の 頃か ら本格化 して い っ た もの と思 われ る。自分 自身が 眼病を患 い
， そ の 悲 惨

さを知 っ て い た こ と，さ らに 神に 祈 り完治 した報恩的行動が 「盲人」 へ の 救済活動に な っ た と

言われて い るが ，小野の 生来の 人間性 もまた こ の活動を生起せ しめ た大 きな要因で あ っ た と考

え られ る 。 す なわ ち，「実践躬行」，「慈悲 の 行，仁愛 の 情」， 「相憐 の 心」，「謙恭に して 士 を重 ず

る」姿勢
6S）

等 に もうか が われ る よ うに
， 彼 の人 間味豊か な性情や 行動が積善 され

， 収 容 所 の 開

設 へ と発展 した の で あ る 。
こ う した点か ら，こ の 小野 の 活動 は，社会か ら束縛さ れ な い 純粋な

個人的 ・ 慈善的 「貧民救助」
W ） 活動で あ っ た と言え る だ ろ う 。 さ ら に また

， 小野 の 救育活 動 の

背景 に は，次 の よ うな地域社会的動 向 も存在 して い た 。 明治元 （1868） 年藩主 前 田慶 寧侯 は ，

会議所 を設け ，士庶の 出頭意見陳述 を許 し，藩主 に 意見提出乃至 謁見 を乞 う も よ し と し，城下

枯木橋 に 目安箱 も設 けた の で あ る
7°）

。 こ の 前田侯 の意見聴取策 に呼応 して ，い ろ い ろ な 意 見書

や建白書が上 申され た 。 そ の
一

っ に 明治 2 （1869）年の 「三 好弥左 衛門建白」
Ti）

が あ る 。 そ の

一部を次 に掲 げる 。

　札持乞食与 申者御座候，右者 藤内之類 二
而 も無御座，然共

一
旦右乞食 与 相成申候へ

者 最早其類を 出候義不

相成 ， 是等 g 甚不相当義 ， 除弊之道 か 様之所 右相立可 申 ， 右乞食 之 義 者 撫育所 江 附属被仰付 ， 中 二
者 富有之

者 も御座候由，右様之者 者 追 々 送出被仰付 ，貧者 者 励業為致後 二
者
一

村 も開候与歟 又 者 追 々 商売等為致 可 申，

畢竟藤内抔 も同等之権を与 え 可 申場合 二 至 り不 申者而 者 不相成候 （中略）既 二 外国 ニ ハ 黒奴 二 も 国民同等

之権を与 え 候 二 至 り候，右藤内等内 二 f 富有之者 も儘御座候由，か様之者 者 追 々 商売等為致，死体等取扱之

義 者 平民 た り共極貧之者 二 為致可申，且 盲人之 儀 者 当今物価高貴之折柄中 二
者 甚困窮之者多御座候 由可憐 義

二 御座候 ，今貧院 ・病院 も被建置候義 二 候間，此 ヒ盲院御取建御撫恤可有御座義 与 奉存候 （後略）

　 こ の よ うに ，三 好は，乞食に 正 業を与 え ，籐内を解散 し，貧院 ・病院と と も に 盲院を 建て る

よ う ， 外国の 人権 問題に も触れ て 訴え て い る 。 ま た
， 大聖寺藩 の 山田耒耜郎 と梅 田 五 月 は

， 明

治 2 （1869）年 厂貧院取建方 の 儀 に付建 白書」
72）

を集議院次官 に 提出す る 。 そ の 中で 両 名は ，

「官員 も未だ力を貧院 に竭すの 暇無 き故歟 ，尚乞丐益 々 多 く或 は廃疾 の 者路頭 に顛 轉せ り。 是

れ至仁の 未だ遍か らざる処 あ る の み な らず，外国に対 して も御国辱と可相成候 。 冀 くは今
一

層

力を貧院 に加 へ られ
， 彼 の無吉の 者 を救ひ

， 聖光を四方異域 に 輝か さん こ とを 。 」 と述 べ
， 貧院

を建て 肢体不 自由者を初め ，「唖 矇 聾」 な ど の 障害者を収容す るよ う訴え た の で あ る 。
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一

　 以上 の よ うに ，明治初年 の 加賀藩に は，藩主を初め と し ， 下層 の 下 級武士 に至 る ま で ， 貧民

の 廃疾者を救済 し よ うと い う近代 的な社会事業的思潮が芽生 え つ っ あ っ た よ うに思 われ 66 こ

の よ う な 思潮 もま た ，小野に 少な か らず影響を与え た こ と で あろ う。

　   　収容 と退去

　貧窮民 の 救済 と い う こ とで は，前項 の よ うに 両者一致す る もの が ある が
，

そ の 収 容方法 に 相

違がみ られ た 。

　非人 小屋 へ の 収容 に は， 「親類之者無之，外稼可致族無之者」
73）

，ある い は 「村方 介抱任兼 」

者
74）

と い う二 重の 確認 が な され た 。 また，小屋 足軽が 巡行 して 飢民 ・棄児を収容した り，貧窮

民 自ら小屋入 りを希望 して 収容 された 者 もい た 。 退去が 許 され る場合 は
， 「独立生計の 計 画 を

立て 得 た時」 や 「奴婢 と して 使役せ ん こ とを乞ふ 者」で あ り
ア5
  新田開発を し新村を作 らせ る

場合
了6）等 で あ っ た 。 退去 の 場合 ， 労賃が 積み立て られて おれば

，
そ れ に利息が プ ラ ス さ れ て 返

金 され た 。 また，新村を作 る場合 は，食料 や用具代金が 与え られ る な どの 定住の た め の 援助が

な さ れ た 。

　
一

方，小野収容所 の 場合
TD

は，自ら救 い を求め て 来た者や小野が市 中で 助け連 れ て 来 た者 な

どがあ っ た 。 自ら救 い を求 め て 来 た者に っ い て は
， 収容 所 1 棟毎 に 配 置 さ れ て い た取締人 が

「そ の 情状を審 に して後」．収容され た 。

　退去 に つ い て の 束縛は なか っ たが
， 小野 は働 ける者 は働 かせ ，個人の 相応 した仕事 を課 し た

の で ， 逃亡者 もい た 。 しか し ， 収容者の 多 くは ， 小野 の全面的援助と指導 に よ り 自立 して い っ

た 。

　な お
， 小野慈善院 とな っ た 当初の 院側 に

， 次の よ うな収容者 に関す る規定
7H〕

が あ っ た の で 附

記 して お きた い 。 こ の 規定 の
一項 か ら四項 ま で は小野収容所時代 の 継承で あ り，五項が新 し く

附加 され た規定で あ っ た 。

　 　 第
一

条　収容者 二 関 ス ル 件

第
一

条　本院 二 収容 ス ヘ キ被救済者 ハ 左 ノ 各号 ノ
ー 二 該当ス ル モ ノ ニ 限 ル

　
ー

　孤児

　二 　不具又 ハ 廃疾 ニ シ テ 扶養者ナ キ モ ノ

　三 　老 衰又 ハ 病身 ニ シ テ 扶養義務者 ナ キ モ ノ

　 四 　職業 ヲ 得 サ ル 為 メ 自活 シ 能 ハ サ ル モ ノ 又 ハ 其家族

　五 　精神病者又 ハ 感化 ノ 為 メ 特 二 扶養義務者 ノ 請キ モ ニ 係ル モ ノ

　（3｝ 管理機構 と生活管理

　非人小屋 に は ，主任 として 算用場奉行 と町奉行 ， 実務 に当た る者 と して裁 許与 力 ， 本道 ・外
』

科 の 医師，数十人 の 足軽 ・小者，収容者中か ら選 ばれ た病者看護人 と火災 の 防備 に 当 た る者な

どが い た
79 ）

。 時代 に よ っ て 若干の 変動を見せ た が
，

こ うし た体制が最後 ま で 踏襲 さ れ て い っ た 。

なお ，食料 や衣服 の 支給，ある い は従事すべ き業務等に っ い て ，次 の よ うな規定
8°）もあ っ た。

　食料は 。 大 凡一日 の 量　米 ， 人毎に 男三 合 ， 女二 合 。 児童 は年齢 に 従て 各各差等あ り。 病者に は 。 男五

合，女二 合五勺以上 を給す。其他毎人塩
一

勺五才，味噌二 勺五才 ，薪二 百 目，冬期 は 二 百 五 十 目 を 給 す 。
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其衣服 は 。 夏冬毎季に 之を給 せ し こ と （中略）非人管理 の 法 。 男女其房を別に し。 非人中よ り選 べ る役員

を して 昼夜諸房を 巡 ら しめ 。 其病者 に は 。 予 め定む る所の 看護入 を 附 し。 小屋附 の 医師を して 之 を治療 せ

しめ。発狂者 は之 を檻房 に 納 め 。 不法 の 行為あ る もの は 。 裁許与力之を審問 し。所定 の 規則 に 従 ふ て 之 を

処断し。 其罪大 な る もの は 。 之 を公 事場に移す 。 収容者の外出は 昼 間 に限り 。 其出る時は之 に 門 牌 を 交付

し。 帰 る 時 は之 を検査 して 而 る 後入 らしむ 。 其他尚 ほ 若干 の 規定あ り。

　飯米 に つ い て は ，先に述 べ た 「飯米之定」 に 見 られ る よ う に
， 年齢や 性 ， 個人 の 特殊 事情 に

よ る詳細な 規定が存在 した 。 最後 と な っ た幕末か ら明治初年 の 撫育所に お け る 飯米規定 に っ い

て は
， 前述の とお りで あ る 。

　
一

方，小野収容所に は，次 の よ うな内規
81）

が存在 した 。

　　 窮民 を して 起臥 せ しむ る各家屋 の 内 に は
， 其 の 窮民 の 中 よ り実直 の もの を 選抜 して

， 其 の 家 屋 に 属す

　　 る
一

切 の 事務 を執 ら しむ ，こ れ を 取締人 と い う，

一
　来 りて 救養 を 乞 ふ もの あ れ ば，取締人先づ 其 の 情状を 審 に して 後 ち こ れ を容れ

，
十 五 歳未満六 十歳 以

　　上 の もの に は，日 に 米三 合宛，十五 歳以 上 六十歳未満の もの に は ，日 に 自米 二 合宛 を 給 し，尚 ほ 日 に

　　 各自へ 野菜若 くは野菜を買 べ き代金及 び湯浴料を与 ふ ，

　　　右 の 外，各自へ 普通 の 食器，及 び衣服 を恵与す，

一
　健強 に して 業を執 る に 堪 ふ べ き窮民 に は男女老幼 の 差別 な く，各 自の 望 に よ り，労働 せ しめ ，金五拾

　　銭 よ り多な らず ，
金 拾五 銭よ り少な ら ざ る資金若 くは物品 を 与 ふ

， 其の 業務 は 人足 ， 車夫，按摩 ，機

　　織 の 外或 は煙草，飴菓子 ，八百物 ，玩具物等を行商 せ しめ，或 は 笠紐を縫 は しめ ，或 は 肥料 を売 買 せ

　　 しむ る等の ご と し
，

一
　取締人 は 諸物品の 保管 ， 被 救者 の 監督 を 掌 り，日 々 外 に 出 で S 業 を 執 る も の ，帰屋 の 都度人 別及 び 所

　　持 す る物品 を調 査 し，若 し疑 しけ れ ば事実 を 糺 して 君 に 報 ぜ しむ
，

一
　取締人 は各自へ 予 あ与 へ た る資金 を 日 々 調査 し，其 の 利益 は 人別帳に 記載 し，其 の 金 銭 は 人 別帳 と共

　　 に 君 に 送 らしむ，

一 各自 日 々 得る と こ ろ の 利益十分の一と，各自平等一日一名に っ き金二 厘 宛 を 貯金 と な し，こ れ を 其 の

　　衣類 の 費用 ， 及び異 日 自立 すべ き資金 に 充 っ
，

　　　右貯金 の 残余は一同 の 分を合せ 食料に 支弁す
，

一
　 日 々 の 飯 を炊 ぐに は，釜 竃 を二 合 の 分 と三 合 の 分 に 別 ち，順次交代 して ，其 の 任 に 当 ら しむ，

　　十 五歳未満 の も の に は，平常 イ ロ ハ な ど を，灰 又 は 粉糖書 を な さ しめ ，時々 こ れ を 試験 し
， 其 の よ く

　　記す る もの に は，男児へ は 木綿単衣を ，女児へ は 相当の 帯地を賞与す，又嘗 て 読書せ し もの へ は ，書

　　籍を購 ふ て 之を習 は しめ ，及 び志 あ る もの へ は，十露盤を も与 へ ，各其 の 知 れ る もの に 就 て 学ば しむ，

一
　廃疾 に して 業を 執 る こ と能 は ざ る もの は

， 取締人 を して 看護 せ しめ ，病め る もの に は 薬餌若 くは 薬代

　　を与 ふ ，

一
　被育者 に課 せ ら る S 公賦金 は，君 自 ら こ れ を 収 む，

一
元旦必ず業を休 ま しめ，与 ふ る に雑煮餅を以 て す，又吉事な れ ば赤飯を与ふ ，

　以上 が両者の 管理 機構と生活管理 に つ い て の 概略で あ るが
， 両者 に は

， 公的か 私的 か の 大 き

な違 い が あ る もの の
， 次 の よ うな 多くの 類似点が 見 られ た

。
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　 ア ．収 容者の 中か ら，責任者あ る い は取締人 を選ん で 所定の 業務を と らしめた 。

　 イ．人 別帳が作成され，詳細に生活状況が記録 された 。

　 ウ ．年齢，性，疾病，障害 に よ っ て 食料，衣服 ，ま た はそれ ら に か わ る金銭が与え られた 。

　 エ ．業に堪え うる者 に は ， 相応 の 労働が課 せ られた 。 労働 に は ， 所内及 び所外 で 行 な う多様

な 内容が 準備 され て い た 。

　 オ ，労働に よ る利益金 を貯金せ しめ
， 自立資金に あて しめ る な ど

， 自立心 を盛 り立て た 。

　 カ ．疾病者及 び障害者を救養 し，疾病者に は 医薬を与 え，障害者や 老幼 の 者 に は特 別 な庇 護

を与え た 。

　 キ．特別な技術 ・才能の あ る者に は，特別 な救育や救助 を行な っ た
82）es）

。

　 ク 。他 国人 （他県人）に 対 し
一

定の 姿勢が取 られ た
en）SD

。

　 ケ．死者に対 し人間的な手厚い 処理 が な され た
e5）ew）

。

　 『小野君慈善録』 の 中に は
， 「君 が窮民 を救養 する の 方法 は

， 多 く こ れ を福 岡惣助 氏 に 做 ふ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （よ し

と い ふ
， 福岡市 は実に夫 の 御小屋奉行に な り押 と記さ れて い る

。 福岡は
， 通称惣助 ， 本名 を義

ち か ）

比 と言 い
， 安政元 （1854）年 に 非人小屋裁許 とな っ た人で あ る

ss）
。 小野は非人小屋 の 事情 を熟

知 した福 岡か ら窮民救養 の 方法や多 くの 職業的技術 を習 っ たわ けで あ り， 撫育所 と収容所 の 管

理 機構や 生活管理 の 方法に類似点が多 く見 られ る の も当然 なこ とで あ っ たか も知れな い
。

　慈善的救育活動 を支え た 小野の 精神的側面 は と言え ぱ，外部 の 人た ち の評価 と彼 自身若 干異

な るも の が見 られ た 。 維新 の 際 先 に も述 べ た よ う IC，前 田侯よ り賜わ っ た金十 円也 を 「篤疾

不具の 徒」 に与 え
， 「君恩浩大 こ こ に至れ る の み

， 予 を 以て 徳 とす べ か らず」
ee）

と述 べ て お り，

下級武士 で あ っ たが ， 廉潔で 高尚な武士道精神を身 にっ け て い た小野 は ， 藩主が 行 な っ た社 会

的窮民救済活動 と同 じ こ とを実践 しよ う， 藩主 と同 じ美徳を施そ うな ど とは夢に も考え て い な

か っ た もの と考え られ る
。 小野 は

， 他人 に 問わ れ て も自分か らお の れ の積善 に っ い て語 らなか っ

た と言わ れ る 。
っ ま り

， 本人 の 意志 とは無関係に ，生 来 も っ て い た慈 悲仁愛 の 情深 い 人聞性 ，

ある い は こ うした情愛 を根底 に した 救育精神 と撫育所経営 に 係 る精神 とが合 致 した の で あ る 。

先に触れ た精神的に継承 した とす る報告は，彼 の 偉大 な活動 を後世 の 人が評価 した もの と理解

すべ き で あるが
， 特 に

， 管理機構や生活管理等の 管理 方法 に お い て ，撫育所 の そ れ と類似 点 も

多 く， 継 承 した と思 われ る点が 多 く存在 した こ とは明かで ある 。

V 　 お わ りに

　加賀藩非人小屋 に お け る障害者 の 処遇問題 と，そ の 非人小屋 （撫育所） と小野収容所 （慈善

院） との 関連性に っ い て 検討 して きた が，若干 の 所見が得 られ た の で ，以下に そ れ らをま と め

て結語す る。

　 1．高持百姓で な く，か っ 親類 もな い 生活困窮の 障害者 は，非人小屋 の 時代時代 の 入所手続

き等の 変 化 に もか か わ らず，病者や老幼 の者 と同 じ く入所で き， 保護 さ れ た 。 特 に
， 幕末 か ら

明治初年 に か け て 存在 した撫育所に お け る障害者に対す る処遇 は ， 他藩に見 られ な い 近代 的 な

福祉政策 の 一面を見せ た もの と して 注 目すべ きこ とで あ っ た 。

　 2 ．非 人小屋 （撫育所） と小野収容所 （慈善院） と、は ， 藩 主 と 庶民 ， 公 的施設 と私的施設 ，

意図的 ，政策的と 自然的
，

ボ ラ ン テ ィ ア 的
，

あ る い は規模の 大小，規 則 の 厳格 さ の 程度 な ど に

明か な相 違点が 見 られ たが
， 貧窮民 の 救済 と い う点 や

， 特 に ，管理機構や 生活 管理 等 の 管理 方
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法 に おい て 多 くの 類似点が確認 され た 。 こ うした点 か ら
， 小野 収容所 （慈善院） が非 人小屋

（撫育所）制の す べ て を継承 した とは言え な い まで も ， 少な くとも貧窮民 救済 と い う基 本的性

格 （精神） や管理 方法 を受け継 い で い っ た もの と言え るだ ろ う。

　附記

　本稿の 「加賀藩 に お ける非人小屋 と障害者処遇」 は 日本特殊教 育学 会第 26回大会 で 、，．ま た
，

「加賀藩非人小屋 （撫育所） と小野収容所 （慈善 院） と の 関連 性」 は 同前 学会第 25回 大 会で ，

それぞ れ の 要 旨を報告 した こ とを附記 して お きた い
。
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6） 児玉幸多編 （1977）： 史料 に よ る 日本 の 歩 み，（近世編），138，吉川弘文館．

7） 加藤康昭 （1974）前掲書．41 − 42．

8 ） 加藤康昭 （1974）： 前掲書．42

9 ）　 古河三 樹 （1970）：見世物 の 歴史．13，雄山閣出版．

10） 朝倉無声 （1977） ： 見世物研究．139，思文閣出版，

11） 谷川健
一

ら編 （1971）： 日本庶民生活史料集成．14，部落，489− 525，三 一
書 房．な お ，「賤者考』

　　 は ， 弘化 4 （1847）年に脱稿 した と言わ れ て い る 。

12） 古川三 樹 （1982）：図説庶民芸能江戸 の 見世物．123，雄山閣出版．

13） 谷川健
一

ら編 （1971）； 前掲書 515．

14） 谷川健
一ら編 （1971）： 前掲書．515．

15）　 田 中喜男編 （1986）；加賀藩被差別部落史研究．679，明石書店，

16）　 田中喜男編 （1986）： 前掲書．488，『改作所旧記 』 三 所載 の 「乞食改」 を参照．

17） 近 藤磐雄 （1909）：加賀藩松雲公．中巻，636− 637，（発行者　羽野知顕）．

18） 財団法人前田育徳会 （1970）： 加賀藩史料． 4，（復刻版），283− 290， 清文堂出版．

19）　 日 置謙 （1979）：改訂増補加能郷土辞彙．（復刻 2版），746，北国出版社．

20） 原田伴彦 ・田中喜男編 （1981）： 東北 ・北越被差別部落史研究．311， 明石書店．田 中は ， こ の 著書の

　　 中 に，「加賀藩非人小屋制成立 の 事情 に っ い て 」 と い う論文を載 せ て い る 。 そ の 論文 で ，加賀藩 の 非

　　 人 に 関して
， 「乞食 ・物乞と称され な か っ た と こ ろ に 特色を持っ 非人」 だ と指摘 して い る 。

21）　近藤磐雄 （1909）： 前褐書．641，

22）　近藤磐雄 （1909）：前掲書．635− 691．

23）　 日 置謙 （1979）： 前掲書 746．

24） 原田伴彦 ・田中喜男編 （1981）：前掲書．346，

25） 原 田伴彦 ・田中喜男編 （1981）： 前掲書．346．
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48）

49）

50）

51）

52）

53）

54）

55）

56）

57）

加藤康昭 （1974）： 前掲書．26．

加藤康昭 （1974）： 前掲書．26 − 31．

加 藤 康 昭 （1974）； 前 掲書，36．

加藤康昭 （1974）： 前掲書．31，

田 中喜男編 （1986）： 前掲書．365．

田中喜男編 （1986）： 前掲書．367．

田中喜男編 （1986）； 前掲書．684．

田中喜男編 （1986）： 前掲書．517．

田 中喜男編 （1986）：前掲書．545．

田 中喜男編 （1986）：前掲書 545− 546、

田 中喜男編 （1986）：前掲書．546．

田中喜男編 （1986）：前掲書，600．例え ば，天保11 （1840）年 8月篠島権之助が 本多播磨守 に 送 っ

た 書面 の 中 に，「非人小屋御救人之儀 者 ，鰥寡孤独老幼廃疾之者 二
而 ，可見継親類等 m 無之者之外 者 ，

御救相願申間敷筈之処，近年猥 二 相成，中 ニ ハ 壮健之者も御救人不少 （中略）先達而 よ り之倒込之 者

共諸郡等 江 引取方之儀 去年以来毎度 申達候得共，今以容易 二 引取不 申」 とあ り，厳 しさ の 緩和 して

い る事情が うか が わ れ る 。

田中喜男編 （1986）：前掲書．448．

田 中喜男編 （1986）：前掲書 780− 781．

田 中喜男編 （1986）：前掲書．610．

田 中喜男編 （1986）：前掲書．497．

田中喜男編 （1986）：前掲書 406− 408．

田中喜男編 （1986）：前掲書．57G− 571，588．

田中喜男編 （1986）：前掲書．587− 588．こ れ は，小松町 に 設 け られ た 。

田中喜男編 （1986）： 前掲書，475− 482．

田中喜男編 （1986）： 前掲書．585− 586．

田 中喜男編 （1986）： 前掲書 590− 591，天 保 9 （1938）年 の 事例 で あ る 。 な お，天保 10 （1939） 年

に は，「御救粥定法」 が っ く られ る。

田 中喜男編 （1986）： 前掲書 588．

田中喜男編 （1986）： 前掲書．589．

財団法人前田育徳会 （1958）：加賀藩史料．藩末篇，下巻，574，694．撫育所 と改称した の は，慶応

3年 11月 12日の こ とで あ っ た 。

田中喜男 （1986）： 幕藩制都市 の 研究．354， 文献 出版．田中に よれば，養成 所 の 設置は ， 福沢諭吉

の 「西洋事情』 に よ っ て 啓蒙 さ れ た結果 だ と い う。

財団法人前田育徳会 （1958）：前掲書．1025，

田 中喜男 （1986）； 前掲書 610．

田中喜男 （1986）： 前掲書，612− 613．

田中喜男 （1986）： 前掲書．613．

田中喜男 （1986）； 前掲書．612．

岡部 平右衛門 （1869）： 撫育所御取引方等
一

件留．石川県立図書館所蔵，こ の 資料 に 「羽咋鹿 島撫育
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73）

74）

75）

76）

77）

78）

79）

80）

81）

82）

83）

84）

85）

所生産仕向方大綱見込図」が 記 さ れ て い る が，そ の 見込図 に よ る と，郡部 に 設 け られ た 撫 育所 の 所

作 （作業） は，金沢 に お け る もの と 類似 し た もの で あ っ た
。

田 中喜男 （1986）： 前 掲書．612− 613．

田中喜男 （1986）： 前掲書．613．

近藤磐雄 （1909）： 前掲書．635− 691．

田中喜男 （1986）： 前掲書．724．

原田伴彦 ・田中喜男 （1981）：前掲書．342．

原田伴彦 ・
田中喜男 （1981）：前掲書．346．

金沢市史編 さ ん 審議委員会編 （1969）：金沢市史，現代篇，下，172，金沢市．

和田文次郎 （1890）：小野君慈善録，7− 8， 共潤会．

和田文次郎 （1890）： 前掲書， 8 − 9 ，

和 田 文次郎 （1890）：前 掲書．8 − 9．

和田文次郎 （1890）： 前掲書， 1 − 10．

和田文次郎 （1890）：前掲書 13，小野 は，「貧民救助簿」を持 っ て い た とい う。

若林喜三 郎 （1972）： 加賀藩農政史の 研究，下巻 ， 4e5， 吉川弘文館．

若林喜三 郎 （1972）：前掲書．879− 887．

吉野作造編 （1928）： 明治文化全集．17， 438− 439， 日本評論社．山田耒耜郎 。梅田 五 月　（1869）；

貧院取建方 の 儀 に 付建白書．中外新聞，（31），明治 2 年己巳 9 月 6 日付．

田 中喜男 （1986）： 前掲書．564．文政 7 （1824）年 2 月14日 の 林喜兵衛が 諸郡 惣 年寄 へ 送 った 書状 に ，

「病身者 に 而 村方等 に 親類之 者無之，外稼可致族無之者，（後略）」 と述 べ られ て い る。

田中喜男 （1986）； 前掲書，607．万延元 （1860）年12月寺中村肝煎九兵衛組合頭清右衛門が御助小

屋御役所へ 送 っ た 「小屋入願」 に，「右当村之者病身者 二
而 極困窮仕候 二 付，御助小屋入 相願 申候，

親類 も無御座，村方介抱仕兼候 二 付御助小屋入奉願上 （後略）」 と記 さ れ て い る 。

日置謙 （1979）： 前掲書．746．

原 田伴彦 ・田中喜男編 （1981）：前掲書．329− 336．

和田文次郎 （1890）； 前掲書．30− 33．

窪与
一

郎 （1917）： 財団法人小 野慈善院．44．

近 藤磐雄 （1909）； 前 掲書．647− 648．

近藤磐雄 （1909）： 前掲書．648− 649．

和 田 文次郎 （1890）： 前掲書．30− 33．

田中喜男編 （1986）： 前掲書．497．延宝 6 （1678）年 の 「飯米之定」 の 中 に，清水長右衛門並 び に

弟八兵衛に対 し特に他の 人 た ちよ り多 い 「五合」 の 飯米が支給され た こ とが 記 さ れ て い る 。 清家 に

対 し，非人小盧に て 刀剣鍛造 を 許可 した 。

内務省地方局編 （1910）： 感化救済小鑑 10− 11，内務省．「不具者」 で あ っ た 高松 才
一

郎 の 画才 を

見抜 き，彼 に 画 を 学 ば しめ る 。

近藤磐雄 （1909）：前掲書t649 − 650．近藤 は．非人小屋 に お け る 「他 国 人 の 優 遇 」 に っ い て 触 れ て

い る 。

横山源之助 （1985）： 日本 の 下層社会．72− 73，岩波書店．横山 は，小野収容所当時の 状況 報告の 中

で ，「他国人多数」 が収容され て い た こ と に つ い て 報告 して い る 。
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86）　田中喜男編 （1986）： 前掲書．578．天保 5 （1834）年 7月 5 日付の 「一向宗妙顕寺法志 を以，春よ

　　 り非人小屋死去人夥之処，日 々 罷越無懈怠読経勤候 二 候間，被下方之儀才許 よ り紙遣候 （後略） 」 も

　　 示す よ うに，小屋 に て 病死者 を 回向した の で あ る。

87） 和 田文次郎 （1890）； 前掲書．18− 19．小野 は，「慈善追弔会」を執行 し，窮民死 者 の 冥福 を 祈 っ て

　　 い る 。

88） 和田 文次郎 （1890）：前掲書．33．

89）　 日 置 謙 （1979）： 前 掲 書 ．762．

90）　 和田文次郎 （1890）：前掲書． 7 − 8 ．
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非人小屋 （御救小屋）収容者入数の 移動

収容 者数 備　　　　　 考

年 月　日

寛文 10． 6．15 1
，
753 加史料 4 ，小屋数 45筋

延宝　6．11．28 320 国抄上

元禄 11．12，31 4，455 加史料 5

〃　 12． 5．26 5，058 〃 　 5

〃 　 11．12．31 4，525 〃 　 5

” 　 12．11．25 4，
516

〃 　 13． 9． 5 3，883

宝永　4． 2．25 2
，
077 加史料 5

！！　 6． 7．25 2，195 〃 　 5

享保　2． 2． 2 2，000余
〃 　　2．　 9．　 2 1，147

” 　 17． 6．26 小屋数 27筋

天明　3． 3 小屋数 70筋

天 保元 ． 12．31 846

” 　　2．　 1．29 841

” 　　4．　 1．29 931

” 　　4．12．13 1，780 加史料 14

” 　　5． 2．31 3
，
483 〃 　 14

” 　　5． 3．31 4，131 〃 　 14

” 　　5． 4．29 3，300

” 　　5． 6．29 2247 加史料 14

〃 　　8．　 6．　 5 2，339

！！　 9．　 5 2
，
212 「見聞袋群斗記」

〃 　 11．　 6 1，955 〃

〃 　 14．　 1 719 〃

弘化　2． 正 677 〃

” 　　3．12．17 630 「見聞袋群斗記」
「温敬公記史料」

嘉永　3． 7 661 「見聞袋群斗記」

ノノ　 3．12 724 〃

〃

　　5． 6 825 〃

注　『加賀藩史料』 （加史料），「国事雑抄』 （国抄）， 近藤磐雄 『加 賀松 雲公 』

　　中巻 に よ り作成 。
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